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り
除
い
た
後
、
乾
い
た
布
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
か
ら
、
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と

き
】

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や
じ

ゃ
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
】

　

不
凍
栓
を
閉
め
る
と
水
が
止
ま
り

ま
す
。
そ
の
あ
と
、
破
裂
し
た
部
分

に
布
か
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
と
巻
き

つ
け
て
応
急
手
当
を
し
、
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
一
覧
表
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
修
理
を

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

め
、
そ
の
漏
水
水
量
分
も
水
道
料
金

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
嵐
山
町
給
水
条
例
２１
条

【
水
道
料
金
の
軽
減
制
度
】

　

宅
地
内
の
漏
水
で
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
水
道
料
金
の
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
軽
減
と
な
る
の
は
、
漏
水
水
量
分

に
か
か
る
水
道
料
金
の
一
部
で

す
。
全
額
が
軽
減
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
同
一
給
水
装
置
所
在
地

で
一
度
限
り
で
す
。

※
漏
水
箇
所
に
よ
っ
て
は
軽
減
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
軽
減
の
対
象
と
な
る
漏
水

一
般
家
庭
に
お
け
る
発
見
困
難
な

地
下
漏
水

○
軽
減
の
対
象
と
な
ら
な
い
漏
水

•
事
実
が
容
易
に
確
認
で
き
、
か
つ

事
実
を
知
り
な
が
ら
放
置
し
た
漏

水
•
過
去
に
水
道
料
金
の
軽
減
措
置
を

受
け
た
使
用
者
の
同
一
給
水
装
置

所
在
地
で
の
漏
水

•
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者

で
な
い
業
者
が
修
理
し
た
漏
水

○
軽
減
の
対
象
期
間

漏
水
し
て
い
た
期
間
の
う
ち
、
漏

水
量
の
最
も
多
い
１
定
期
検
針
分

に
つ
い
て
軽
減
対
象
と
し
ま
す
。

○
軽
減
と
な
る
水
道
料
金
の
算
出

軽
減
対
象
期
間
に
漏
水
し
た
と
思

わ
れ
る
水
量
の
１
／
２
相
当
分
の

水
道
料
金

○
軽
減
申
請
書
の
提
出

申
請
用
紙
は
上
下
水
道
課
に
あ
り

ま
す
。
修
繕
を
行
っ
た
嵐
山
町
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
証
明

し
て
も
ら
い
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
軽
減
決
定
の
通
知

申
請
書
提
出
後
、
調
査
の
結
果
決

定
し
た
場
合
、
通
知
は
給
水
装
置

使
用
者
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
軽
減
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
は
、
上
下
水
道
課
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課　

管
理
担
当　

☎
６２

−

０
７
２
８

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
る

と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
凍

る
こ
と
や
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
水
道
管
の
防
寒
を
し
て
、
水

道
管
の
凍
結
や
凍
結
に
よ
る
破
裂
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
凍
結

や
破
裂
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

●
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ

●
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

●
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

水
道
管

※
家
屋
等
で
、
日
常
的
に
使
用
し
て

い
な
い
水
道
に
つ
い
て
は
、
水
道

管
の
破
裂
に
よ
る
漏
水
を
防
ぐ
た

め
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

不
凍
栓
を
閉
め
て
お
い
て
下
さ

い
。

【
防
寒
の
し
か
た
】

●
水
道
管

保
温
材
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ

い
。
じ
ゃ
口
部
分
が
破
裂
し
や
す

い
の
で
、
上
ま
で
完
全
に
包
ん
で

く
だ
さ
い
。
毛
布
な
ど
を
使
う
と

き
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
毛
布
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

ボ
ッ
ク
ス
内
の
余
分
な
土
等
を
取

メーターボックス

不凍栓水道メーター
問
合
せ　

上
下
水
道
課　

管
理
担
当　

☎
６２

−

０
７
２
８

•
夜
、
水
の
音
が
す
る

•
排
水
の
ほ
か
に
水
が
出
て
い
る

•
水
道
使
用
量
が
顕
著
に
増
え
た

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
地
下
や
床

下
で
水
漏
れ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
翌
検
針
日
ま
で
は
、
約
２

か
月
間
あ
る
た
め
、
漏
水
の
発
見
が

遅
れ
る
ほ
ど
指
針
は
増
加
し
料
金
も

高
額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
漏
水
の
確
認
方
法
】

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
写
真
参

考
）
が
回
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
少

し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
で
す
。

■水道メーター

パイロット・マーク

【
修
理
に
つ
い
て
】

　

お
客
様
が
、
町
指
定
の
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
直
接
連
絡
し
、
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
修
理
費
用

は
、
お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
）。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
水
道
蛇
口
等

ま
で
の
間
で
漏
水
し
ま
す
と
、
給
水

装
置
の
管
理
は
お
客
様
が
行
な
う
た

　

年
末
年
始
の
東
松
山
斎
場
業
務
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

１２
月
２７
日
（
友
引
、
休
業
日
、
受
付

の
み
）

　
　

２８
～
２９
日
（
業
務
日
）

　
　

３０
日
（
業
務
日
、
通
夜
最
終
）

　
　

３１
日
（
業
務
日
、
通
夜
な
し
）

１
月
１
～
２
日
（
休
業
日
）

　
　

３
日
（
業
務
日
、
通
夜
開
始
）

　
　

４
～
６
日
（
業
務
日
）

問
合
せ　

東
松
山
斎
場

　

☎
２２

−

４
２
７
９

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

上下水道課

水
道
の
漏
水
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

上下水道課

年
末
年
始
に
お
け
る

東
松
山
斎
場
業
務
に
つ
い
て

東松山斎場
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礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

な
い
方
や
受
給
資
格
は
あ
る
が
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い

方
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

任
意
加
入
に
は
６５
歳
ま
で
加
入
で

き
る
「
任
意
加
入
被
保
険
者
」
と
６５

歳
か
ら
７０
歳
ま
で
加
入
で
き
る
「
高

齢
任
意
加
入
被
保
険
者
」
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

•
任
意
加
入
被
保
険
者
（
６５
歳
未
満

の
方
）

①
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
２０
歳
以

上
６０
歳
未
満
の
方
で
、
被
用
者
年

金
制
度
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

な
ど
）
か
ら
老
齢
ま
た
は
退
職
を

理
由
と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方

②
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
６０
歳
以

上
６５
歳
未
満
の
方

③
日
本
国
籍
を
お
持
ち
で
海
外
に
居

住
す
る
２０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方

•
高
齢
任
意
加
入
被
保
険
者
（
６５
歳

以
上
７０
歳
未
満
の
方
）

①
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
６５
歳
以

上
７０
歳
未
満
の
方
で
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
て
い
な
い
方

②
日
本
国
籍
を
有
し
海
外
に
居
住
す

る
６５
歳
以
上
７０
歳
未
満
の
方
で
受

給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

方
留
意
点

①
資
格
の
取
得
、
喪
失
、
氏
名
及
び

住
所
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
役

　

今
冬
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
期
間

は
平
成
３０
年
１
月
３１
日（
水
）ま
で
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
１０
月
号

１６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

•
手
洗
い
・
う
が
い
を
励
行
し
ま
し

ょ
う
。

•
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。

•
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

•
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

健
康
い
き
い
き
課　

健
康

管
理
担
当　

☎
６２

－

０
７
１
６

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に

よ
っ
て
、
け
が
や
病
気
を
し
た
と
き

で
も
、
届
け
出
に
よ
り
国
保
で
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

警
察
に
届
け
、
事
故
証
明
書
を
出
し

て
も
ら
う
こ
と
と
同
時
に
、
忘
れ
ず

に
役
場
町
民
課
保
険
年
金
担
当
窓
口

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

川
越
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
窓
口
の
時
間
延
長
及
び
第
２
土
曜

日
の
開
庁
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
平
日
開
庁

　

８
時
３０
分
か
ら
１７
時
１５
分

◦
１９
　

時
ま
で
延
長

１２
月
４
日
、
１１
日
、
１８
日

　
　

‌

２５
日
（
各
月
曜
日
）

◦
第
２
土
曜
日
開
庁

１２
月
９
日
（
土
曜
日
の
受
付
は
９

時
３０
分
か
ら
１６
時
ま
で
）

問
合
せ　

川
越
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
９

－

２
４
２

－

２
６
５
７

　

年
金
加
入
期
間
が
短
く
、
老
齢
基

　

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被

保
険
者
は
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険

料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し

て
納
め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
と
な
り
ま

す
。

留
意
点

①
受
取
る
年
金
額
は
定
額
の
た
め
物

価
ス
ラ
イ
ド
（
増
・
減
額
）
し
ま

せ
ん
。

②
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
人
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

町
民
課　
保
険
・
年
金
担
当

　

☎
６２

－

２
１
５
４

国
民
年
金
に
は
任
意
加

入
制
度
が
あ
り
ま
す

町民課

年
金
額
に
上
乗
せ
で
き
る

付
加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す

町民課

　

町
で
は
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

の
受
診
率
向
上
と
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
小
学
４
年
生
の
お

子
さ
ん
が
ご
家
庭
の
方
に
宛
て
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
て
渡
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
志
賀
小
学
校
４
年
の
日
下

部
壮
一
く
ん
か
ら
、
嵐
山
町
の
町
民

の
方
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

嵐
山
町
の
み
な
さ
ん
へ

健
康
づ
く
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

健康いきいき課

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う

健康いきいき課

川
越
年
金
事
務
所

年
金
相
談
業
務
等
の

時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

川越年金事務所

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

町民課

　

医
療
費
は
加
害
者
が
全
額
負
担
す

る
の
が
原
則
で
す
の
で
、
国
保
が
医

療
費
を
一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
で

加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と

国
保
が
使
え
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
届
け
出
は
示
談
の
前
に

お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出
に
は
「
事

故
証
明
書
」
の
他
に
「
印
鑑
」
及
び

「
保
険
証
」
が
必
要
で
す
。

場
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

②
資
格
取
得
日
は
、
資
格
取
得
申
出

書
の
提
出
日
に
な
り
ま
す
。

③
任
意
加
入
期
間
は
、
保
険
料
免

除
、
学
生
納
付
特
例
、
若
年
者
納

付
猶
予
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
口

座
振
替
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
課　
保
険
・
年
金
担
当

☎
６２

－

２
１
５
４

担　

当　

健
康
い
き
い
き
課　

健
康

管
理
担
当　

☎
６２

－

０
７
１
６


